
脂質異常症（高コレステロール血症）

まずは脂っこいお肉や揚げ物（とんかつ・唐揚げ・天ぷら）、卵やバター・マヨネーズを控えましょう。
お菓子（チョコレート・おかき・ポテトチップス・ケーキ）やカップラーメン・果物の取りすぎも
脂質上昇の原因なります。

コレステロールには悪玉コレステロール(LDL)と
善玉コレステロール(HDL)があります。

余分な脂質は、動脈の壁にくっついて
プラークを形成し、血管を硬く狭くしてしまいます。
その結果、動脈硬化が起こり、
心筋梗塞や脳梗塞、大動脈解離などの病気に
なりやすくなります。
中性脂肪が高いと、脂肪肝や急性膵炎の
リスクが高まります。

高脂血症と診断される基準値は？

220mg/dL 以上総コレステロール

140mg/dL 以上LDLコレステロール

40mg/dL 以上HDLコレステロール

150mg/dL 以上トリグリセリド

悪玉が増えると、
血管壁に沈着・蓄積し、傷つけます。
善玉は血管内の余分な脂質を肝臓に
戻す働きがあり、悪玉を減らすことに
役立ちます。
トリグリセリドとは中性脂肪のことです。

脂質異常症
最大の原因は

「日常生活」にあります
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